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(57)【要約】
　本発明は、洗浄及び／又は消毒装置、及び、当該装置
を動作させるための方法に関する。洗浄及び／又は消毒
装置の計量ユニット（４）は、液体洗浄剤（１０）が貯
留された貯留容器（８）と流体的に連結される。洗浄剤
（１０）は、貯留容器（８）から送液される。洗浄及び
／又は消毒装置は、計量ユニット（４）と流体的に連結
されている較正装置（２）を備える。較正装置（２）は
、測定用カラム（１４）を備え、測定用カラム（１４）
は、計量ユニット（４）の送液流量を較正するための較
正容積（１６）を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用機器を、具体的には内視鏡を、洗浄及び／又は消毒するための、洗浄及び／又は
消毒装置であって、液体洗浄剤（１０）が貯留された貯留容器（８）と流体的に連結され
る計量ユニット（４）を備え、前記計量ユニット（４）は、前記医療用機器を洗浄及び／
又は消毒するための洗浄及び／又はすすぎ液を提供するために、前記貯留容器（８）から
洗浄剤（１０）を送液するように構成されている、洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記洗浄及び／又は消毒装置は、較正装置（２）を備え、
　前記較正装置（２）は、前記計量ユニット（４）と流体的に連結されており、測定用カ
ラム（１４）を備え、
　前記測定用カラム（１４）は、前記計量ユニット（４）の送液流量を較正するための較
正容積（１６）を提供することを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　制御及び／又は調整装置（２６）が設けられ、前記制御及び／又は調整装置（２６）は
、
　－前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ洗浄剤（１０）を送液し、初期には
空である前記較正容積（１６）が完全に満たされるように前記計量ユニット（４）を制御
し、
　－前記計量ユニット（４）の送液流量又は前記計量ユニット（４）によって送液される
洗浄剤（１０）の供給量を特徴付ける、前記計量ユニット（４）の動作パラメータの値を
捕捉し、
　－前記動作パラメータの前記捕捉した値に、前記較正容積（１６）を満たすために必要
な時間及び前記較正容積（１６）の大きさから算出される送液流量を割り当てることによ
って、又は、供給量として前記較正容積（１６）の大きさを割り当てることによって、前
記計量ユニット（４）を較正する
　ように構成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記計量ユニット（４）は、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び／又
は羽根車式流量計を備え、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、洗浄剤（１０）を前記較正容積（１６）に送
液する間に、前記計量ポンプの回転速度及び／又は前記羽根車式流量計の回転速度を、前
記計量ユニット（４）の動作パラメータとして捕捉するように構成されており、前記洗浄
剤（１０）が送液されている間に捕捉された前記回転速度を、前記較正容積の前記大きさ
及び前記較正容積を満たすために必要な前記時間を用いて算出される前記計量ユニット（
４）の送液流量に割り当てることによって、前記計量ユニット（４）を較正するように構
成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記計量ユニット（４）は、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び／又
は羽根車式流量計を備え、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、前記較正容積（１６）への洗浄剤（１０）の
送液中に、前記計量ポンプの回転数及び／又はサイクル数、及び／又は、前記羽根車式流
量計の回転数及び／又はサイクル数を、前記計量ユニット（４）の動作パラメータとして
捕捉するように構成されており、前記洗浄剤（１０）の送液中に累積的に捕捉された前記
回転数及び／又は前記サイクル数に、前記供給量として、前記較正容積（１６）の容積を
割り当てることによって前記計量ユニット（４）を較正するように構成されていることを
特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項５】
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　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記測定用カラム（１４）に第１充填レベルセンサ（１８）と第２充填レベルセンサ（
２０）とが設けられており、前記第１充填レベルセンサ（１８）は、前記較正容積（１６
）が完全に空であることに対応する前記測定用カラム（１４）内の第１の液位を捕捉する
ように構成され、前記第２充填レベルセンサ（２０）は、前記較正容積（１６）が完全に
満たされていることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第２の液位を捕捉するよ
うに構成され、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、さらに、
　－前記第１充填レベルセンサ（１８）によって、前記第１の液位に相当する又は前記第
１の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第１の値を捕捉し、
　－前記第２充填レベルセンサ（２０）によって、前記第２の液位に相当する又は前記第
２の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第２の値を捕捉し、
　－前記第１の値と前記第２の値との差に基づいて、前記較正容積（１６）を完全に満た
すために必要な送液量を特徴付ける、前記動作パラメータの値を判定する、
　ように構成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、さらに、洗浄剤（１０）が前記供給容器（８
）から前記較正容積（１６）へ送液される前に、前記測定用カラム（１４）の前記充填状
態を前記第１の液位の水準より低くするように構成されていることを特徴とする洗浄及び
／又は消毒装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の洗浄及び／又は消毒装置を動作させるた
めの方法であって、
　前記洗浄及び／又は消毒装置が、前記較正装置（２）を用いて較正されることを特徴と
する方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、
　前記方法は、以下のステップ：
　－前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ洗浄剤（１０）を送液し、初期には
空である前記較正容積（１６）が完全に満たされるように前記計量ユニット（４）を制御
することと、
　－前記計量ユニット（４）の送液流量、又は、前記計量ユニット（４）によって送液さ
れる洗浄剤（１０）の供給量、を特徴付ける前記計量ユニット（４）の動作パラメータの
値を捕捉することと、
　－前記動作パラメータの前記捕捉した値に、前記較正容積（１６）を満たすために必要
な時間及び前記較正容積（１６）の大きさから算出される送液流量を割り当てることによ
って、又は、供給量として前記較正容積（１６）の大きさを割り当てることによって、前
記計量ユニット（４）を較正することと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記計量ユニット（４）は、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び／又
は羽根車式流量計を備え、
　洗浄剤（１０）が前記較正容積（１６）に送液される間に、前記計量ポンプの回転速度
及び／又は前記羽根車式流量計の回転速度が、前記計量ユニット（４）の動作パラメータ
として捕捉され、前記洗浄剤（１０）が送液されている間に捕捉された前記回転速度が、
前記較正容積の前記大きさ及び前記較正容積を満たすために必要な前記時間を用いて算出
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される前記計量ユニット（４）の送液流量に当てられることによって前記計量ユニット（
４）が較正されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の方法であって、
　前記計量ユニット（４）は、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び／又
は羽根車式流量計を備え、
　前記較正容積（１６）への洗浄剤（１０）の送液中に、前記計量ポンプの回転数及び／
又はサイクル数、及び／又は、前記羽根車式流量計の回転数及び／又はサイクル数が、前
記計量ユニット（４）の動作パラメータとして捕捉され、前記計量ユニット（４）の較正
が、前記洗浄剤（１０）の送液中に累積的に捕捉された前記回転数及び／又は前記サイク
ル数に、前記供給量として前記較正容積（１６）の容積を割り当てることによって行なわ
れることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項７から請求項１０のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記測定用カラム（１４）に第１充填レベルセンサ（１８）と第２充填レベルセンサ（
２０）とが設けられており、前記第１充填レベルセンサ（１８）は、前記較正容積（１６
）が完全に空であることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第１の液位を捕捉す
るように構成され、前記第２充填レベルセンサ（２０）は、前記較正容積（１６）が完全
に満たされていることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第２の液位を捕捉する
ように構成され、
　－前記第１充填レベルセンサ（１８）によって、前記第１の液位に相当する又は前記第
１の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第１の値が捕捉され、
　－前記第２充填レベルセンサ（２０）によって、前記第２の液位に相当する又は前記第
２の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第２の値が捕捉され、
　－前記第１の値と前記第２の値との差に基づいて、前記較正容積（１６）を完全に満た
すために必要な送液量を特徴付ける、前記動作パラメータの値が判定されることと、
　を特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　洗浄剤（１０）が前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ送液される前に、前
記測定用カラム（１４）の前記充填状態が前記第１の液位の水準より低くされることを特
徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、医療用機器を、具体的には内視鏡を、洗浄及び／又は消毒するための洗浄及
び／又は消毒装置であって、液体洗浄剤が貯留された貯留容器と流体的に連結された計量
ユニットを備え、計量ユニットが、医療用機器を洗浄及び／又は消毒するための洗浄及び
／又はすすぎ液を供給するために、貯留容器から洗浄剤を送液するように構成されている
洗浄及び／又は消毒装置に関する。
【０００２】
　本発明はまた、洗浄及び／又は消毒装置を動作させるための方法に関する。
　医療用機器の、具体的には内視鏡などの外科用器具の、再処理については、高い需要が
ある。外科用器具は、使用後に、洗浄及び／又は消毒装置にて消毒及び／又は洗浄される
。１つの好適な再処理装置は、例えば、製造業者であるオリンパス　メディカル　システ
ムズによる、型番ＥＴＤ３として知られるが、ここでＥＴＤは、エンド・サーモ・ディス
インフェクタ（Ｅｎｄｏ　Ｔｈｅｒｍｏ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｏｒ）の略称である。
【０００３】
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　外科用器具の再処理には、通常、洗浄、消毒、及び、乾燥の工程が含まれる。１つ又は
２つの洗浄又は予備洗浄工程が、消毒に先立って行われることが多い。これに続いて、清
浄水を使用するすすぎ工程、及び、乾燥工程が行われる。医療用機器を洗浄及び／又は消
毒するために、洗浄及び／又はすすぎ液には、洗浄及び／又は消毒作用を有する１つ以上
の化学物質が添加される。
【０００４】
　本明細書の文脈において、化学物質又は化学物質の混合物は、概して洗浄剤を指す。
　洗浄及び／又はすすぎ液を作製するために、通常、液状で入手可能な洗浄剤は、さらに
、水で希釈される。洗浄剤は、計量ポンプで計量される。これによって、適量の洗浄剤が
、洗浄及び／又はすすぎ液に添加されることが保証される。
【０００５】
　添加量が過多であっても過少であっても、洗浄結果に悪影響を与え得る。定められた添
加量が過少であると、洗浄又は消毒作用が不十分であることが予期される。添加量が過多
であると、不経済である一方、他方で医療用機器に不要な減耗が生じ得る。
【０００６】
　洗浄及び／又はすすぎ液の作製のために適量の洗浄剤が提供されることを保証するため
、洗浄及び／又は消毒装置の計量ポンプは、定期的に検査され、較正される。しかしなが
ら、操作者にとって、この保守は運転時間のロスを意味し、また、保守技術者を雇用する
ための追加の費用がかかることを意味する。
【０００７】
　このような従来技術を基に、本発明の目的は、特に設計の複雑性が低減される、洗浄及
び／又は消毒装置、並びに、経済的な、洗浄及び／又は消毒装置を動作させるための方法
を提供することにある。
【０００８】
　本発明の目的は、医療用機器を、具体的には内視鏡を、洗浄及び／又は消毒するための
洗浄及び／又は消毒装置であって、液体洗浄剤が貯留された貯留容器と流体的に連結され
る計量ユニットを備え、計量ユニットが、医療用機器を洗浄及び／又は消毒するための洗
浄及び／又はすすぎ液を提供するために、貯留容器から洗浄剤を送液するように構成され
る洗浄及び／又は消毒装置によって達成される。
【０００９】
　本発明は、測定用カラムを備える洗浄及び／又は消毒装置における計量ユニットの較正
が、十分に信頼でき正確なものであり、この較正についての方策も簡易な設計で実現し得
るという考察に基づくものである。有利には、測定用カラムは、較正が行われている間に
使用者あるいは保守技術者が有毒であるかもしれない洗浄剤に直接触れることがないよう
に、洗浄及び／又は消毒装置内に容易に一体化され得る。更に、この洗浄及び／又は消毒
装置は、非常に堅牢である、つまり、非常にエラーが発生しにくい。洗浄及び／又は消毒
装置は、技術的な訓練を受けていない人によっても容易に較正され得る。また、計量ユニ
ットの送液流量又は送液量の較正は、当該ユニットによって完全に自動化され得る。
【００１０】
　洗浄及び／又は消毒装置は、具体的には、制御及び／又は調整装置が、
　－供給容器から較正容積へ洗浄剤を送液し、初期には空である較正容積が完全に満たさ
れるように計量ユニットを制御し、
　－計量ユニットの送液流量、又は、計量ユニットによって送液される洗浄剤の供給量を
特徴付ける、計量ユニットの動作パラメータの値を捕捉し、
　－動作パラメータの捕捉した値に、較正容積を満たすために必要な時間及び較正容積の
大きさから算出される送液流量を割り当てることによって、又は、供給量として較正容積
の大きさを割り当てることによって、計量ユニットを較正するようにセットアップされて
利用可能であるように発展される。
【００１１】
　具体的には更に計量ユニットが、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び
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／又は羽根車式流量計を備え、制御及び／又は調整装置が、洗浄剤を較正容積に送液する
間に、計量ポンプの回転速度及び／又は羽根車式流量計の回転速度を、計量ユニットの動
作パラメータとして捕捉するように構成され、洗浄剤が送液されている間に捕捉された回
転速度を、較正容積の大きさ及び較正容積を満たすために必要な時間を用いて算出される
計量ユニットの送液流量に割り当てることによって、計量ユニットを較正するように構成
される、ように洗浄及び／又は消毒装置が発展されることがもたらされる。
【００１２】
　更に具体的には、計量ユニットが、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及
び／又は羽根車式流量計を備え、制御及び／又は調整装置が、較正容積への洗浄剤の送液
中に、計量ポンプの回転数及び／又はサイクル数、及び／又は、羽根車式流量計の回転数
及び／又はサイクル数を、計量ユニットの動作パラメータとして捕捉するように構成され
、洗浄剤の送液中に累積的に捕捉された回転数及び／又はサイクル数に、供給量として、
較正容積の容積を割り当てることによって計量ユニットを較正するように構成される、こ
とが提供される。
【００１３】
　洗浄剤は、例えば、所定時間、所定回転速度で計量ポンプを動作させることによって計
量される。同様に、蠕動ポンプなどの計量ポンプの回転数又はサイクル数を用いて、計量
される洗浄剤の量を調整することも可能である。計量ポンプが、例えばピストン又はダイ
アフラムポンプであって回転ポンプでない場合には、送液流量は、例えば、ポンプ周波数
、又は、ピストンのストローク数あるいはポンプサイクル数を用いて制御される。代替と
して又は追加的に、フィードバックを用いて計量ポンプを制御し、羽根車式流量計を用い
てその送液流量を測定して、この値に基づいて計量ポンプを制御することも可能である。
羽根車式流量計に代えて、任意の形態の質量流量計を使用することも可能である。計量さ
れる洗浄剤量が、計量ポンプの動作パラメータ、例えば計量ポンプの回転速度、を用いて
直接制御されるか、羽根車式流量計を用いたフィードバックによって制御されるかに関わ
らず、記載された実施形態によれば、ポンプ自体をあるいは採用された質量流量計を任意
に較正することが、容易にかつ経済的に実現可能である。
【００１４】
　また、洗浄及び／又は消毒装置は、次のように発展される。即ち、測定用カラムに第１
充填レベルセンサと第２充填レベルセンサとが設けられ、第１充填レベルセンサが、較正
容積が完全に空であることに対応する、測定用カラム内の第１の液位を捕捉するように構
成され、第２充填レベルセンサが、較正容積が完全に満たされていることに対応する、測
定用カラム内の第２の液位を捕捉するように構成され、制御及び／又は調整装置が、さら
に、
　－第１充填レベルセンサによって、第１の液位に相当する又は第１の液位を超える測定
用カラム内の充填状態が判定された場合に、計量ユニットの動作パラメータの第１の値を
捕捉し、
　－第２充填レベルセンサによって、第２の液位に相当する又は第２の液位を超える測定
用カラム内の充填状態が判定された場合に、計量ユニットの動作パラメータの第２の値を
捕捉し、
　－第１の値と第２の値との差に基づいて、較正容積を完全に満たすために必要な送液量
を特徴付ける、動作パラメータの値を判定する、ように構成される。
【００１５】
　好ましくは、測定用カラムは、具体的には測定用カラム内の較正容積は、第１充填レベ
ルセンサが位置する測地的に低い位置と第２充填レベルセンサが位置する測地的に高い位
置との間に延在することが好ましい。例えば、測定用カラムは、その長手軸の方向が重力
方向に延在する、実質的に円筒状の較正容積を有する。
【００１６】
　記載された実施形態によって、簡易な設計で、較正容積内の充填レベルを簡単かつ正確
に測定することが可能となる。メニスカス、すなわち液面と上方の空気カラムとの境界面
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が、第１あるいは第２充填レベルセンサによって容易に捕捉され得る。従って、簡易な設
計の手段を用いて、測定用カラムの充填状態を捕捉することができる。
【００１７】
　別の実施形態によれば、制御及び／又は調整装置は、さらに、洗浄剤が供給容器から較
正容積へ送液される前に、測定用カラムの充填状態を第１の液位の水準より低くするよう
に構成される。
【００１８】
　この測定は、較正の精度を有利に改善する。測定用カラムの液位を第１の液位の水準よ
り低くすることによって、第１の液位に到達してから、較正容積が、計量ユニットによっ
て連続的に洗浄剤で充填されることが保証される。従って、充填プロセス全体にわたって
、計量ポンプは、一方向にのみ、すなわち較正容積内へと、洗浄剤を送液する。機械系で
は「バックラッシュ」として類似的に知られる較正誤差が、有利に避けられる。
【００１９】
　本発明の目的は、さらに、記載された実施形態の１つ以上に従う洗浄及び／又は消毒装
置を動作させるための方法によって達成され、当該方法は、洗浄及び／又は消毒装置が較
正装置を用いて較正される点で発展される。
【００２０】
　本発明に係るこの方法では、計量ユニットの較正が、具体的には、完全に自動化されて
行われることが有利である。操作者は、技術者を雇わずにすむ。これは、運転コストを減
らし、機械の稼動停止時間を減らすことに役立つ。更に、保守技術者が通常は不在の時や
、洗浄及び／又は消毒装置が集中的に使用されていない時に、上記較正方法を容易に行う
ことが可能である。例えば、休日や夜間に較正を行うことが可能である。また、定期的に
較正を行うことによって、時間の経過とともに計量ポンプに頻繁に発生する、ポンプ性能
のドリフトという技術的な問題が低減される。
【００２１】
　１つの有利な実施形態によれば、上記方法は、以下のステップを含む。
　－供給容器から較正容積へ洗浄剤を送液し、初期には空である較正容積が完全に満たさ
れるように計量ユニットを制御すること。
【００２２】
　－計量ユニットの送液流量、又は、計量ユニットによって送液される洗浄剤の供給量、
を特徴付ける計量ユニットの動作パラメータの値を判定すること。
　－動作パラメータの捕捉した値に、較正容積を満たすために必要な時間及び較正容積の
大きさから算出される送液流量を割り当てることによって、又は、供給量として較正容積
の大きさを割り当てることによって、計量ユニットを較正すること。
【００２３】
　洗浄及び／又は消毒装置を動作させるための上記方法は、具体的には、計量ユニットが
、具体的には自吸式計量ポンプ、特に蠕動ポンプ、及び／又は羽根車式流量計を備え、洗
浄剤が較正容積に送液される間において、計量ポンプの回転速度及び／又は羽根車式流量
計の回転速度が、計量ユニットの動作パラメータとして捕捉され、洗浄剤が送液されてい
る間に判定された回転速度が、較正容積の大きさ及び較正容積を満たすために必要な時間
を用いて算出される計量ユニットの送液流量に割り当てられることによって、計量ユニッ
トが較正されるようにさらに発展される。
【００２４】
　更に、１つの有利な実施形態によれば、計量ユニットが、具体的には自吸式計量ポンプ
、特に蠕動ポンプ、及び／又は、羽根車式流量計を備え、較正容積への洗浄剤の送液中に
、計量ポンプの回転数及び／又はサイクル数、及び／又は、羽根車式流量計の回転数及び
／又はサイクル数が、計量ユニットの動作パラメータとして捕捉され、洗浄剤の送液中に
累積的に捕捉された回転数及び／又はサイクル数に、供給量として、較正容積の容積を割
り当てることによって計量ユニットが較正される、ことが提供される。
【００２５】
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　別の有利な実施形態では、上記方法は、以下のように発展される。測定用カラムに第１
充填レベルセンサと第２充填レベルセンサとが設けられており、第１充填レベルセンサが
、較正容積が完全に空であることに対応する、測定用カラム内の第１の液位を捕捉するよ
うに構成され、第２充填レベルセンサが、較正容積が完全に満たされていることに対応す
る、測定用カラム内の第２の液位を捕捉するように構成され、
　－第１充填レベルセンサによって、第１の液位に相当する又は第１の液位を超える測定
用カラム内の充填状態が判定された場合に、計量ユニットの動作パラメータの第１の値が
捕捉されることと、
　－第２充填レベルセンサによって、第２の液位に相当する又は第２の液位を超える測定
用カラム内の充填状態が判定された場合に、計量ユニットの動作パラメータの第２の値が
捕捉されることと、
　－第１の値と第２の値との差に基づいて、較正容積を完全に満たすために必要な送液量
を特徴付ける、動作パラメータの値が判定されることと、を含む。
【００２６】
　具体的には、上記方法は、洗浄剤が供給容器から較正容積へ送液される前に、測定用カ
ラムの充填状態が第１の液位の水準より低くされるように、さらに発展される。
　洗浄及び／又は較正装置を動作させるための方法に関係する同じ又は同様の利点が、本
発明にかかる洗浄及び／又は較正装置についても同じく又は同様に関係する。
【００２７】
　洗浄及び／又は較正装置は、具体的には、測定用カラムが実質的には円筒状であって、
測定用カラム内の較正容積が、測定用カラムの長手軸の方向に延在することにおいて優れ
ている。この長手軸の方向は、例えば、重力方向に対して平行に向けられる。あるいは、
測定用カラムは、巻管によって実現される。これは、具体的には、測地的に低い位置から
測地的に高い位置に延在し、充填レベルセンサは、較正容積における２つの端点に設けら
れる。較正装置は、具体的には、洗浄及び／又は消毒装置にて使用するために設けられる
。上述の局面は、記載されたすべての実施形態に有利に関係する。
【００２８】
　本発明のさらなる特徴は、請求項及び添付の図面とともに、本発明の実施形態の説明か
ら明らかとなるであろう。本発明の実施形態は、個々の特徴又はいくつかの特徴の組合せ
を満たし得る。
【００２９】
　本発明は、図面を参照しつつ例示的な実施形態に基づき、本発明の一般的な概念を制限
することなく以下に説明されるものであり、それゆえ、明細書ではより詳細に説明されて
いない本発明に係るあらゆる詳細の開示に関して、明示的に図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】概略的な洗浄及び／又は消毒装置を示す。
【図２】洗浄及び／又は消毒装置を動作させるための方法の簡略化されたフローチャート
を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図面において、同一若しくは類似の種類の要素及び／又は部分には同じ参照符号を付し
て、再度の説明を省略する。
　図１は、医療用機器を洗浄及び／又は消毒するための、較正装置２を備える洗浄及び／
又は消毒装置を概略的に示す。洗浄及び／又は消毒装置は、すすぎ又は洗浄工程中に医療
用機器を収容するための洗浄室（図示されない）をさらに備える。医療用機器は、例えば
外科用器具、具体的には内視鏡である。洗浄及び／又は消毒装置は、計量ユニット４を備
える。図１に示される例示的な実施形態によれば、計量ユニットは、例えば、蠕動ポンプ
などの自吸式計量ポンプである。可能な計量ポンプは、例えば、回転ポンプ、ピストンポ
ンプ、あるいは、ダイアフラムポンプである。計量ユニット４は、供給ライン６によって
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供給容器８と流体的に連結される。例えば、計量ユニット４は、管路によって供給容器８
に直接接続される。供給容器８は、液体洗浄剤１０を収容するために設けられる。洗浄剤
は、外科用器具の、具体的には内視鏡の、洗浄及び／又は消毒に好適な洗浄用化学物質で
ある。
【００３２】
　計量ユニット４は更に、送液ライン１２によって測定用カラム１４と流体的に連結され
る。管路は、例えば、計量ユニット４を測定用カラム１４に直接接続するという目的にお
いても好適である。
【００３３】
　計量ユニット４は、測定用カラム１４に洗浄剤を送液するためにのみ設けられるのでな
い。計量ユニット４は、洗浄及び／又は消毒装置を動作させるための、図１には示されな
い、少なくとも１つの他の送液ラインと接続され得る。送液ライン２４を用いることで、
洗浄及び／又はすすぎ液を製造可能なように、洗浄及び／又は消毒装置の（図示されない
）洗浄及び／又は消毒室に洗浄剤１０を供給することができる。
【００３４】
　測定用カラム１４は、測定用カラム１４の内部で第１充填レベルセンサ１８と第２充填
レベルセンサ２０との間に延在する較正容積１６を有する。較正容積１６の大きさは、概
略的に示される目盛り２２から読み取ることができ、また、例えば、第１及び／又は第２
充填レベルセンサ１８、２０を鉛直方向に変位させることによって変更あるいは調整可能
である。較正容積１６の大きさは、具体的には既知である。測定用カラム１４は、例えば
、円筒状カラムであって、例えばガラス又は透明プラスチックから製造される、具体的に
は円形の断面を有する円筒状カラムである。あるいは、測定用カラムとして、測地的に低
い位置と測地的に高い位置との間に延在する巻管が設けられる。第１充填レベルセンサ１
８が低い位置にある一方で、第２充填レベルセンサ２０は２つの位置のうちの高い位置に
ある。測定用カラム１４は更に、送液ライン２４に接続されており、送液ライン２４を介
して、洗浄剤１０が洗浄及び／又は消毒室へ送液される。
【００３５】
　具体的には蠕動ポンプである計量ユニット４は、その送液流量について較正される。こ
の較正は、蠕動ポンプが、較正容積１６の既知の値を開始として、較正容積１６を洗浄剤
１０で完全に充填するまでに要した時間を捕捉することによって行われる。計量ユニット
４に羽根車式流量計などの質量流量計が備えられている限りは、ポンプの流量は、例えば
、その回転速度に関して、羽根車式流量計を較正することによって、質量流量計を用いて
測定及び較正される。流量は、質量流量計を介したフィードバックにより調節される。
【００３６】
　例えば較正容積の既知の値に基づく較正は、計量ユニット４が、供給容器８から測定用
カラム１４に洗浄剤１０を送液して較正容積を完全に満たすのに必要な捕捉された時間を
用いる。このように算出された送液流量は、ポンプの回転速度などの捕捉された動作パラ
メータに割り当てられる。
【００３７】
　更には、例えば、較正容積を完全に満たすのに必要な計量ユニット４の計量ポンプの回
転サイクル数が捕捉されることが提供される。従って、較正容積の値に基づいて、計量ユ
ニット４の、あるいは計量ポンプの、回転毎又はサイクル毎の送液量を判定することがで
きる。この計量ユニットの動作パラメータは、当該ユニットに応じて割り当てられる。換
言すれば、任意には、算出される送液流量が、計量ポンプの特定の回転速度で判定され、
又は、計量ポンプのサイクル毎又は回転毎の供給量すなわち送液量が判定され、この数値
を用いて計量ユニット４が較正される。
【００３８】
　計量ユニット４の動作パラメータは、具体的には、所定の液送時間における計量ポンプ
の回転速度、較正容積を満たすために必要な回転数、又は、較正容積を満量とするために
必要なサイクル数として理解される。
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【００３９】
　計量ユニット４を較正するために、計量ユニット４は、制御データライン２８を介して
制御及び／又は調整装置２６に接続される。第１充填レベルセンサ１８及び第２充填レベ
ルセンサ２０もまた、データライン３０を介して制御及び／又は調整装置２６に接続され
る。制御及び／又は調整装置２６は、計量ユニット４を制御するように構成されており、
それによって、洗浄剤１０が、供給容器８から供給ライン６を介し、さらに送液ライン１
２を介して測定用カラム１４内へ送液される。また、制御及び／又は調整ユニット２６は
、計量ユニット４の蠕動ポンプの回転速度又は羽根車式流量計の回転速度などの少なくと
も１つの動作パラメータを、制御データライン２８を介して読み出すように構成される。
【００４０】
　第１の液位は、例えば気液界面間のメニスカスを捕捉することによって、第１充填レベ
ルセンサ１８を用いて捕捉される。具体的には、較正容積１６内の液体洗浄剤１０と上方
の空気カラムとの界面が捕捉される。第２充填レベルセンサ２０についても同様である。
第１及び第２充填レベルセンサ１８、２０は、例えば吸収又は反射を測定することで、界
面のメニスカスを光学的に把握する光センサである。
【００４１】
　第１充填レベルセンサ１８によって認識可能な第１の液位は、較正容積１６が全く空で
ある場合の測定用カラム１４の充填状態に相当する。第２充填レベルセンサ２０によって
認識可能な第２の液位は、較正容積１６が満量である場合の測定用カラム１４の充填状態
に相当する。
【００４２】
　洗浄及び／又は消毒装置３を動作させるための方法の文脈において行われる計量ユニッ
ト４の較正の一例が、図２における簡略化されたフローチャートを参照しつつ、以下に説
明される。
【００４３】
　更に、計量ユニット４の較正の一例が、較正容積１６を満量とするために必要な時間に
関して、計量ポンプ又は羽根車式流量計の回転速度が捕捉される例を参照して説明される
。代わりに、計量ポンプが較正容積１６を満たすために必要な回転数又はサイクル数を捕
捉することも可能である。
【００４４】
　計量ユニット４の較正が開始される（ステップＳ１）と、まず初めに第１充填レベルセ
ンサ１８への問合せが行なわれる。従って、測定用カラム１４内の洗浄剤１０の充填レベ
ルが、第１の液位より上方あるいは下方であるかが判断される（ステップＳ２）。測定用
カラム１４内の液面が、第１充填レベルセンサ１８によって測定される第１の液位よりも
上方である場合、較正容積１６が完全に空ではないことを意味する。計量ユニット４を較
正するために定められた初期状態を構築するため、まず初めに、較正容積１６を完全に排
水する汲み出し処理が開始される。このため、計量ユニットによって洗浄剤１０が供給ラ
イン６を介して供給容器８に戻される（ステップＳ３）ように、あるいは、洗浄剤１０が
（図示されない）排水ラインを介して排出されるように、計量ポンプなどの計量ユニット
４が、制御及び／又は調整ユニット２６に制御される。
【００４５】
　計量ユニット４がこのような逆向きの動作をしている間は、第１充填レベルセンサ１８
への問合せが継続的に行なわれる（ステップＳ２）。測定用カラム１４内の液面が第１の
液位より低くなったことが判明した場合は、汲み出し処理が停止される（ステップＳ４）
。
【００４６】
　図２の簡略化フローチャートでは、ステップＳ４は、破線で示されている。これはなぜ
なら、液面が開始時からすでに第１の液位より下方の場合は、このステップは行われなく
てもよいからである。そのような初期状態の場合には、本方法はステップＳ３に進まず、
ステップＳ２から直接ステップＳ５へ進む。
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【００４７】
　ステップＳ５において、洗浄剤１０は、計量ユニット４によって供給容器８から較正容
積１６へ送液される。第１充填レベルセンサ１８への問合せが、いつ測定用カラム１４内
の充填レベルが第１の液位を超えたかを認識できるように、永続的に行なわれる（ステッ
プＳ６）。第１の液位を超えた場合、第１の液位を超えた時間が捕捉される。例えば、こ
の第１の時間の値が制御及び／又は調整装置２６のメモリに保存される、あるいは、タイ
マが開始される（ステップＳ７）。更に、較正容積１６が満たされている間のその後の期
間中に、計量ユニット４の少なくとも１つの動作パラメータの捕捉が行なわれる。例えば
、蠕動ポンプ又は羽根車式流量計の回転速度は、この期間中に捕捉される（ステップＳ８
）。
【００４８】
　その後すぐに、測定用カラム１４内で第２の液位が到達されたか否かを示す第２充填レ
ベルセンサ２０への問合せが永続的に行なわれる（ステップＳ９）。洗浄剤１０がこの第
２の液位に到達している場合は、較正容積１６は完全に満たされている。そして、充填レ
ベルが第２の液位に到達した又は第２の液位を超えた時間が記録される。そして、この第
２の時間の値は、制御及び／又は調整装置２６のメモリに保存される。第１の時間にてタ
イマが開始されている場合には、当該タイマは停止される（ステップＳ１０）。
【００４９】
　その後、計量ユニット４は停止され（ステップＳ１１）、較正容積１６の既知の値、並
びに、第１充填レベルセンサ１８及び第２充填レベルセンサ２０の活性化の時間差を用い
て、計量ユニット４の送液流量が算出される、即ち、測定された送液流量が算出される（
ステップＳ１２）。続いて、計量ユニット４が較正される、具体的には、洗浄剤１０の送
液中に捕捉された少なくとも１つの動作パラメータの値、例えば回転速度に、計量ユニッ
ト４の算出された送液流量の値を割り当てることによって較正される（ステップＳ１３）
。羽根車式流量計などの質量流量計の較正についても同様である。最終的に、ステップＳ
１４にて本較正方法は終了する。
【００５０】
　他の例示的な実施形態によれば、計量ユニット４の様々な動作パラメータについて上述
の方法を実行することが可能である。例えば、計量ポンプの送液流量は、様々な回転速度
に対する送液流量を判定することによって較正される。
【００５１】
　洗浄及び／又は消毒装置において計量ユニット４を較正する方法は、完全に自動化され
て実行されることが好適である。ゆえに、計量ユニット４の手動による較正が不要である
ことが有利である。
【００５２】
　図面のみから把握される特徴も含む列挙されたすべての特徴、ならびに、その他の特徴
との組み合わせにて開示されている個々の特徴は、単独であっても組み合わせであっても
、本発明に本質的なものとして考えられる。本発明の実施形態は、個々の特徴あるいはい
くつかの特徴の組み合わせによって実現され得るものである。本発明の文脈において、「
具体的には」又は「好ましくは」を用いて示された特徴は、任意選択的な特徴として理解
されるべきものである。
【符号の説明】
【００５３】
　２…較正装置、４…計量ユニット、６…供給ライン、８…供給容器、１０…洗浄剤、１
２…送液ライン、１４…測定用カラム、１６…較正容積、１８…第１レベルセンサ、２０
…第２レベルセンサ、２２…目盛り、２４…送液ライン、２６…制御及び／又は調整装置
、２８…制御データライン、３０…データライン。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月14日(2017.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用機器を洗浄及び／又は消毒するための、洗浄及び／又は消毒装置であって、液体
洗浄剤（１０）が貯留された貯留容器（８）と流体的に連結される計量ユニット（４）を
備え、前記計量ユニット（４）は、前記医療用機器を洗浄及び／又は消毒するための洗浄
及び／又はすすぎ液を提供するために、前記貯留容器（８）から洗浄剤（１０）を送液す
るように構成されている、洗浄及び／又は消毒装置において、
　前記洗浄及び／又は消毒装置は、較正装置（２）を備え、
　前記較正装置（２）は、前記計量ユニット（４）と流体的に連結されており、測定用カ
ラム（１４）を備え、
　前記測定用カラム（１４）は、前記計量ユニット（４）の送液流量を較正するための較
正容積（１６）を提供することを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　制御及び／又は調整装置（２６）が設けられ、前記制御及び／又は調整装置（２６）は
、
　－前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ洗浄剤（１０）を送液し、初期には
空である前記較正容積（１６）が完全に満たされるように前記計量ユニット（４）を制御
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し、
　－前記計量ユニット（４）の送液流量又は前記計量ユニット（４）によって送液される
洗浄剤（１０）の供給量を特徴付ける、前記計量ユニット（４）の動作パラメータの値を
捕捉し、
　－前記動作パラメータの前記捕捉した値に、前記較正容積（１６）を満たすために必要
な時間及び前記較正容積（１６）の大きさから算出される送液流量を割り当てることによ
って、又は、供給量として前記較正容積（１６）の大きさを割り当てることによって、前
記計量ユニット（４）を較正する
　ように構成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記計量ユニット（４）は、自吸式計量ポンプ及び／又は羽根車式流量計を備え、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、洗浄剤（１０）を前記較正容積（１６）に送
液する間に、前記計量ポンプの回転速度及び／又は前記羽根車式流量計の回転速度を、前
記計量ユニット（４）の動作パラメータとして捕捉するように構成されており、前記洗浄
剤（１０）が送液されている間に捕捉された前記回転速度を、前記較正容積の前記大きさ
及び前記較正容積を満たすために必要な前記時間を用いて算出される前記計量ユニット（
４）の送液流量に割り当てることによって、前記計量ユニット（４）を較正するように構
成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記計量ユニット（４）は、自吸式計量ポンプ及び／又は羽根車式流量計を備え、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、前記較正容積（１６）への洗浄剤（１０）の
送液中に、前記計量ポンプの回転数及び／又はサイクル数、及び／又は、前記羽根車式流
量計の回転数及び／又はサイクル数を、前記計量ユニット（４）の動作パラメータとして
捕捉するように構成されており、前記洗浄剤（１０）の送液中に累積的に捕捉された前記
回転数及び／又は前記サイクル数に、前記供給量として、前記較正容積（１６）の容積を
割り当てることによって前記計量ユニット（４）を較正するように構成されていることを
特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項５】
　請求項３又は請求項４に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記自吸式計量ポンプは、蠕動ポンプである洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記測定用カラム（１４）に第１充填レベルセンサ（１８）と第２充填レベルセンサ（
２０）とが設けられており、前記第１充填レベルセンサ（１８）は、前記較正容積（１６
）が完全に空であることに対応する前記測定用カラム（１４）内の第１の液位を捕捉する
ように構成され、前記第２充填レベルセンサ（２０）は、前記較正容積（１６）が完全に
満たされていることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第２の液位を捕捉するよ
うに構成され、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、さらに、
　－前記第１充填レベルセンサ（１８）によって、前記第１の液位に相当する又は前記第
１の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第１の値を捕捉し、
　－前記第２充填レベルセンサ（２０）によって、前記第２の液位に相当する又は前記第
２の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第２の値を捕捉し、
　－前記第１の値と前記第２の値との差に基づいて、前記較正容積（１６）を完全に満た
すために必要な送液量を特徴付ける、前記動作パラメータの値を判定する、
　ように構成されていることを特徴とする洗浄及び／又は消毒装置。



(14) JP 2017-526400 A 2017.9.14

【請求項７】
　請求項６に記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記制御及び／又は調整装置（２６）は、さらに、洗浄剤（１０）が前記供給容器（８
）から前記較正容積（１６）へ送液される前に、前記測定用カラム（１４）の前記充填状
態を前記第１の液位の水準より低くするように構成されていることを特徴とする洗浄及び
／又は消毒装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項記載の洗浄及び／又は消毒装置であって、
　前記医療用機器は、内視鏡である洗浄及び／又は消毒装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の洗浄及び／又は消毒装置を動作させるた
めの方法であって、
　前記洗浄及び／又は消毒装置が、前記較正装置（２）を用いて較正されることを特徴と
する方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、
　前記方法は、以下のステップ：
　－前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ洗浄剤（１０）を送液し、初期には
空である前記較正容積（１６）が完全に満たされるように前記計量ユニット（４）を制御
することと、
　－前記計量ユニット（４）の送液流量、又は、前記計量ユニット（４）によって送液さ
れる洗浄剤（１０）の供給量、を特徴付ける前記計量ユニット（４）の動作パラメータの
値を捕捉することと、
　－前記動作パラメータの前記捕捉した値に、前記較正容積（１６）を満たすために必要
な時間及び前記較正容積（１６）の大きさから算出される送液流量を割り当てることによ
って、又は、供給量として前記較正容積（１６）の大きさを割り当てることによって、前
記計量ユニット（４）を較正することと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記計量ユニット（４）は、自吸式計量ポンプ及び／又は羽根車式流量計を備え、
　洗浄剤（１０）が前記較正容積（１６）に送液される間に、前記計量ポンプの回転速度
及び／又は前記羽根車式流量計の回転速度が、前記計量ユニット（４）の動作パラメータ
として捕捉され、前記洗浄剤（１０）が送液されている間に捕捉された前記回転速度が、
前記較正容積の前記大きさ及び前記較正容積を満たすために必要な前記時間を用いて算出
される前記計量ユニット（４）の送液流量に当てられることによって前記計量ユニット（
４）が較正されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１０又は請求項１１に記載の方法であって、
　前記計量ユニット（４）は、自吸式計量ポンプ及び／又は羽根車式流量計を備え、
　前記較正容積（１６）への洗浄剤（１０）の送液中に、前記計量ポンプの回転数及び／
又はサイクル数、及び／又は、前記羽根車式流量計の回転数及び／又はサイクル数が、前
記計量ユニット（４）の動作パラメータとして捕捉され、前記計量ユニット（４）の較正
が、前記洗浄剤（１０）の送液中に累積的に捕捉された前記回転数及び／又は前記サイク
ル数に、前記供給量として前記較正容積（１６）の容積を割り当てることによって行なわ
れることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１１又は請求項１２に記載の方法であって、
　前記自吸式計量ポンプは、蠕動ポンプであることを特徴とする方法。
【請求項１４】
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　請求項９から請求項１３のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記測定用カラム（１４）に第１充填レベルセンサ（１８）と第２充填レベルセンサ（
２０）とが設けられており、前記第１充填レベルセンサ（１８）は、前記較正容積（１６
）が完全に空であることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第１の液位を捕捉す
るように構成され、前記第２充填レベルセンサ（２０）は、前記較正容積（１６）が完全
に満たされていることに対応する、前記測定用カラム（１４）内の第２の液位を捕捉する
ように構成され、
　－前記第１充填レベルセンサ（１８）によって、前記第１の液位に相当する又は前記第
１の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第１の値が捕捉され、
　－前記第２充填レベルセンサ（２０）によって、前記第２の液位に相当する又は前記第
２の液位を超える前記測定用カラム（１４）内の充填状態が判定された場合に、前記計量
ユニット（４）の前記動作パラメータの第２の値が捕捉され、
　－前記第１の値と前記第２の値との差に基づいて、前記較正容積（１６）を完全に満た
すために必要な送液量を特徴付ける、前記動作パラメータの値が判定されることと、
　を特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　洗浄剤（１０）が前記供給容器（８）から前記較正容積（１６）へ送液される前に、前
記測定用カラム（１４）の前記充填状態が前記第１の液位の水準より低くされることを特
徴とする方法。
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